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エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。
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認定基準に関するお知らせ（第51回エコマーク類型・基準制定委員会決定事項）

認定基準の改定

　 詰め替え使用のための情報の記載を、 従来は本体容器に限定し ていま し たが、 記載箇所を包装、 取扱説明書、

パンフレ ッ ト 等にも拡大。詰め替え容器の廃棄時の分別に関する ワーキンググループでの議論経過を解説に追記。

◆詳しい改定点は事務局ホームページ （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.ｈｔｍｌ#ｎｏ５１ｓｏｋｕｈｏｕ_２） から。

―改定のポイ ン ト ―

類型番号 商品類型名 改定日 有効期限

１４０ 詰め替え容器 ・ 省資源型の容器 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ ２００７.１２.１３ ２０１２.６.３０

※今回、 認定基準制定のお知らせはございません。

認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付

　Ｎｏ.１３６ 「リ ユース製品」 の 「Ｂ．中型自動車 ・ 大型自動車用エアク リーナエレ メ ン ト 」 対象追加に関し て

　 中型・大型のバスや ト ラ ッ クは全国で約６００万台あ り 、 製品寿命を終え る までに１台あた り 平均約７５万ｋｍ

走行し ます。 それらに使用するエア ク リ ーナエレ メ ン ト （エンジンの吸気口のフ ィ ルタ） は、 一般に普及し て

いる紙製のもので約 ３ 万～４ 万 ｋｍ走行毎に交換 ・ 廃棄が必要です。 本製品はフ ィ ルタ部分を ステン レ ス製に

する こ と で洗浄・再使用を可能にし ています。 また、 搭載された自動車が廃棄される まで使用可能であ り 、 ラ

イフサイ クルにおける環境負荷を評価する と、自動車の生涯走行距離が長 く な るほど優位性が見られます。 た

だし、 製品を洗浄するのはユーザー自身であ る ため、 再使用によ る環境負荷の低減や洗浄方法などの情報提

供、 洗浄機の提供など を、 要件と し て基準項目に取 り 上げています。

◆認定基準案の公表は事務局ホームページ （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ２.ｈｔｍｌ） にて。

―認定基準案の概要とポイ ン ト ―

類型番号 商品類型名 公表期間 追加制定予定日

１３６
リ ユース製品 （「Ｂ．中型自動車・大型自動車用エア ク リ ー

ナエレ メ ン ト 」 の対象追加案）
２００８.１.１５～２００８.３.１４ ２００８.５.１

「認定基準案に関するパブリ ッ ク コ メ ン トの受付について」

以下の項目を もれな く ご記入の上、郵送、ＦＡＸ または ｅ メ ールにて下記送付先までお送 り く ださい。

　 ①住所、 氏名、 職業、 連絡先電話番号、 ＦＡＸ番号、ｅ メ ールア ド レ ス

　 ②意見を述べるエコマーク商品類型の認定基準案名 　 　 　 ③上記認定基準案についての意見の要旨

　 　 ＊郵送 ・ ＦＡＸ の場合は Ａ４ 版、 ｅメ ールにファ イルを添付される場合は、 ワード、エ ク セルでお送 り く ださい。

送付期日 ： ２００８ 年 ３ 月 １４ 日（金） 　　 　 ＊郵送は当日消印有効、 ｅ メ ールは １７ ： ００ 必着

送 付 先 ： (財)日本環境協会 エコマーク事務局 基準 ・ 認証課

住所 〒 １０６-００４１ 東京都港区麻布台 １-１１-９ ダヴ ィ ンチ神谷町 ２ 階

ＦＡＸ  ０３-５１１４-１２５７ ｅメ ール ｅｃｏｍａｒｋ＠ｊａｐａｎ.ｅｍａｉｌ.ｎｅ.ｊｐ

◇問合せ先 ： エコマーク事務局 基準 ・ 認証課 （ＴＥＬ ０３-５１１４-１２５３）

　 電話によ る ご意見はお受けでき ませんので、 ご了承 く ださい。
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商品類型まめ知識

エコマーク商品類型 Ｎｏ.１２５ 「生ごみ処理機」

　 生ごみは、 家庭か ら排出される生活ごみの １／３ を

占める と いわれています。 これら の多 く は焼却処理 ・

埋立処分されてお り 、 その減量化 と リ サイ クルが課題

と なっています。 また、 食品廃棄物の発生抑制と減量

化と と もに、 飼料や肥料等の原料 と し て再生利用する

こ と を目的と し た食品 リ サイ クル法 （食品循環資源等

の再利用等の促進に関する法律） が、 食品関係の事業

者を対象に施行されま し た。

　 これら を踏まえ、 エコマーク では生ごみに起因する

環境負荷の検討を行い、 ２００２ 年に家庭用の生ごみ処

理機を対象に商品類型 Ｎｏ.１２５ 「生ごみ処理機」 と し

て認定基準を制定し ま した。生ごみ処理機には、「生ご

み処理容器」 と 「家庭用生ごみ処理機」 の ２ 種類があ

り 、現在、両タ イプあわせて ９ 商品を認定し ています。

〈認定の取得を検討されている方へ〉

　 エコ マーク の認定基準は、 資源採取、 商品の製造、

使用消費、 廃棄など、 商品のラ イ フサイ クルの各段階

における環境負荷について検討を行い制定しています。

「生ごみ処理容器」 については、 容器に使用で き る

化学物質の制限や リ サイ クルに配慮し た製品設計、 廃

棄時の回収などの基準項目を設けています。「家庭用生

ごみ処理機」 については、 消費電力を １.５ｋＷｈ／ｋｇ以

下に抑え、 リ サイ クルに配慮し た製品設計を行 う こ と

など を基準項目に設けています。 （認定基準 ： ｈｔｔｐ://

ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/１２５_ａ-ｖ１.ｐｄｆ）

　エコマークの認定取得をご検討される際には、基準・

認証課までお気軽にお問い合わせ下さい。

機器の概要と主な認定基準

区分 生ごみ処理容器 家庭用生ごみ処理機

機器の概要

酸素のあ る 条件下で微生物を利用 し て生ごみを

分解し、 減量・減容処理を行 う タ イプ （バイオ式）

で、 電気などのエネルギーを使用し ない もの

家庭で自己処理する こ と を目的に設計 さ れたバ

イオ式または乾燥式の生ごみ処理機で、 電気など

のエネルギーを使用する タ イプ

主な認定基準

・ 製品に使用でき る材料の化学物質の制限

・ リ サイ クルに配慮し た製品設計

・ 正しい使い方に関する情報提供

・ 廃棄時の回収

・ 消費電力 ： １.５ｋＷｈ/ｋｇ 以下

・ 製品に使用でき る材料の化学物質の制限

・ リ サイ クルに配慮し た製品設計

・ 正しい使い方に関する情報提供

生ゴ ミ 処理機

（イ メ ージ）

〈商品の購入を考えられている方へ〉

　 エコマーク の認定を取得し た生ごみ処理機は、 取扱

説明書に商品の正しい使用方法がわか り やす く 書かれ

ています。 また、 自治体によ っては、 生ごみ処理機の

購入費用に対する補助制度を設けている場合があ り ま

す。 例えば、 京都市では 「電動式生ごみ処理機及び生

ごみコ ンポス ト 容器の購入助成制度」 があ り 、 購入価

格の半額 (募集期間、 上限の助成額、 助成予定台数な

どの条件あ り ） の助成を し てお り 、 エコマーク の基準

値を参考に対象が決められています。

　 生ごみの減量化をお考えの方に、 ご購入をお勧めし

ます。 なお、 助成制度に関し てはお住まいの自治体に

直接お問い合わせ下さい。
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委員会報告

エコマーク類型 ・ 基準制定委員会 （第 ５１ 回）

　 第５１回エコマーク類型 ・ 基準制定委員会 （委員長 ：

郡嶌 孝 同志社大学教授） が、 ２００７ 年 １２ 月 １３ 日に

開催されま し た。 審議内容は以下の とお り です。

〈審議内容〉

（１） 商品類型Ｎｏ.１４０ 「詰め替え容器・省資源型の容器

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 の軽微な改定に関する案が承認されま

し た。 （Ｐ.２ 参照）

（２） 商品類型 Ｎｏ.１３６ 「 リ ユース製品」 の適用範囲の

拡大に関する認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ

メ ン ト の受付の実施が決ま り ま し た。 （Ｐ.２ 参照）

（３） 新ガイ ド ラ イ ンに基づ く 新規商品類型等に係る意

見やＷＧ 委員の募集の結果の概要について報告が行

われま し た。

（４） ２００８ 年度以降のエコ マーク新規商品類型の選定

の方針について議論が行われま し た。

（５） 「持続可能な森林資源の活用のあ り 方検討会」 ※

に関し て報告が行われま し た。

※報告書はホームページ （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.

ｊｐ/ｐｄｆ/ｓｈｉｎｒｉｎ_ｈｏｕｋｏｋｕ.ｐｄｆ） で公開しています。

（６） 日本 ・ 中国 ・ 韓国における環境ラベルの部分相互

認証の推進に関し て報告が行われま し た。

※次回のエコマーク類型 ・ 基準制定委員会は ２００８ 年

２ 月 １４ 日に開催予定です。

新 認定商品のご紹介

生分解性 「農業用マルチフ ィルム」 の第 １ 号認定商品誕生

２００７年７月に制定された商品類型Ｎｏ.１４１ 「生分解

性プラ スチッ ク製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 において、 「農業用

マルチフ ィ ルム」 の認定商品の第 １ 号 と し て、 (株)ユ

ニ ッ ク の 「キエ丸」 が認定を受けま し た （認定番号０７

 １４１ ００１）。

　 畑などの表土を覆い、 保温や雑草防除を目的に使用

されるプラ スチッ ク フ ィ ルムをマルチフ ィ ルム と いい

ます。 このフ ィ ルムには主にポ リ エチレン製のものが

使用されて き ま し たが、 「キエ丸」 は土の中で微生物

に よ り 水 と ＣＯ２ に分解する生分解性プ ラ スチ ッ ク を

素材と し ています。

　 農業用マルチフ ィ ルムは使用後、 回収に手間がかか

る こ と に加え、 土で汚れている等のため リ サイ クルに

大きなエネルギーを要し ます。 生分解性の農業用マル

チフ ィ ルムは、 使用後に土の中で分解させる こ と がで

き るため、廃棄物発生量の削減につなが り ます。 また、

生分解によ る顕著な環境毒性が認め られない こ と を、

第三者によ り 確認し ています。

　 プラ スチッ ク使用量の増大に伴い、 廃棄によ る環境

への影響が大きな問題と なっています。 野外で使用さ

れ回収が困難なプラ スチッ ク製品については、 生分解

機能を発揮させる こ と によ り 環境問題の解決に結びつ

く 場合があ る こ と から、 エコマーク では、 生分解性プ

ラ スチ ッ ク製品の普及促進を図る こ と を目的 と し て、

本商品類型を制定し ま し た。 そのほか、 農林業資材、

造園 ・ 緑化用資材の一部、 コ ンポス ト 資材が、 本商品

類型の対象と な り ます。

◆ (株)ユニ ッ ク　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｕｎｙｃｋ.ｃｏ.ｊｐ/

(株)ユニッ クの 「キエ丸」

マルチフ ィルムを鋤き込む様子

（ ト ウモ ロ コ シなどの栽培では、

根がマルチフ ィルムに食い込み、

剥ぐのに手間がかか り ます。 エ

コ マー ク認定のマルチフ ィ ルム

は、 土の中へ鋤き 込む こ とで生

分解されます。）
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日中韓 ３ヵ国環境ラベルセ ミナーの開催

　 日中韓環境産業円卓会議のサ イ ド イベン ト と し て、

日中韓環境ラベルセ ミ ナーが ２００７ 年 １１ 月 １６ 日、 韓

国ソ ウルＣＯＥＸセン ターで３ ラベルから の責任者の参

加によ り 開催され、 環境ラベルの基準共通化に拍車を

かけてい く 意向が示されま し た。

　 冒頭、 韓国の ＫＯＥＣＯ のペク サン ヨ ン局長は、 ３ つ

の制度間の協力強化を通じ て国際環境規制に共同で対

応し、 相互認証を通じ て企業の海外進出における障壁

を取 り 除いてい く 必要があ る こ と を強調し、 環境ラベ

リ ング協力事業の目的と必要性について述べま し た。

　 続いて、 中国ＣＥＣの 尊文副社長は、 相互認証の

強化は世界の流れであ る こ と を強調し、 他国の環境ラ

ベル機関 と の協力 ・ 相互認証を幅広 く 推進し てい く 意

向を示し ま し た。

（財）日本環境協会の斉藤専務理事 （兼エコマーク事

務局長） は、 環境商品の拡大に向け環境ラベ リ ングの

国際協力の重要性を強調し、 日本、 中国、 韓国の ３ ヵ

国間の相互認証を推進し てい く 考えを述べま し た。

ノルディ ッ ク ・ スワン、 ブルーエンジェルとの相互認証の検討状況

　 エコマーク は ２００２ 年よ り 、 複写機の認定基準にお

いて北欧の ノ ルデ ィ ッ ク ・ ス ワ ン （ＮＳ） と基準の共通

化を行い、 相互認証を行っています。 そ し て現在、 ラ

ベル間のさ ら な る国際協力に向け、 ド イ ツのブルーエ

ンジェル （ＢＡ） を加えた３つのラベルで、複写機やプ リ

ン タ等の画像機器の相互認証の検討を進めています。

２００７年１２月に開催し た ＢＡ、 ＮＳ と の会議の中で、

ＢＡ は今後の取 り 組みに対し て肯定的な姿勢を示す と

と も に、 今後 ＢＡ 内で具体的に対応を進めてい く こ と

を表明し ま し た。

　 エコマーク は、 両ラベル と の協力のも と、 引き続き

相互認証の強化に向けて取 り 組んでまい り ます。

　 本件に関する ド イ ツ出張報告などについては、 次号

のエコマーク ニュースでご紹介し ます。

トピックス

パソ コ ンの部分相互認証の推進に合意 ～日中韓相互認証～

　 エコマーク事務局と中国の ＣＥＣ （Ｃｈｉｎａ　Ｅｎｖｉｒｏｎ-

ｍｅｎｔ  Ｕｎｉｔｅｄ  Ｃｅｒｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ  Ｃｅｎｔｅｒ ） 、 韓 国 の

ＫＯＥＣＯ （Ｋｏｒｅａ　Ｅｃｏ-Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ） の３機関

は、 ２００７年１１月１６日に、 韓国ソ ウルにおいて、 ３ ヵ

国間の環境ラベルについて部分相互認証を進めてい く

こ と、 な らびにその最初の商品と し てパソ コ ンを取 り

上げ実施し てい く こ と を合意し ま し た。

　 この相互認証の取 り 組みは、 日中韓環境産業円卓会

議の中で、 今後アジアにおける環境産業を牽引する役

割を ３ ヵ 国が担い、 環境ラベル分野における協働を目

指すこ と を目的に、 ２００５ 年から始ま り ま し た。

２００７年１１月１３日、 １４日に韓国 ・ 釜山で開催され

た第 ７ 回日中韓環境産業円卓会議で、 今までの相互認

証に係る取 り 組みと今後の展望が報告され、 これを受

けて、 環境ラベル責任者間で部分相互認証に関する基

本合意書の調印がな された ものです。

　 合意の内容は、 ①相互認証の基本スキームは、 各国

の認定基準の中で共通の内容と確認された項目につい

て、 １ つのラベルでの認証取得によ り 他での証明を省

略可能とする仕組みとする、 ②対象商品分野について、

これまでの議論を も と に各国の認定基準内容や対象製

品の市場特性、 流通 ・ 貿易事情等を考慮し、 最初の商

品と し てパソ コ ンを選定する、 と い う ものです。

　 今後、 基本合意を踏まえ、 パソ コ ンの部分相互認証

を具体的にス ター ト させるため、 共通する基準項目の

確認を行 う 実務者レベル ミ ーテ ィ ングが開催される予

定です。

調印式の

様子

利
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ジャパンホームシ ョ ーに出展しました

２００７ 年１１ 月 １４ 日～１６日の ３ 日間、 東京ビ ッ ク サ

イ ト で開催さ れた 「第 ２９ 回 Ｊａｐａｎ Ｈｏｍｅ ＆ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ

　Ｓｈｏｗ ２００７」 にて、 エコマーク認定商品の展示を行い

ま し た。 公募によ り 選ばれた商品の中から ５ 商品のサ

ンプルを展示する と と も に、 ２２ 商品についてプ ロ ジ

ェ ク ターを使用し写真で紹介し ま し た。

　 展示商品を手に取るなど高い関心を示される方が非

常に多 く 、 「こ の商品を仕入れる場合、 ど う すればよ

いのか」 「エ コ マーク の認定商品に畳があ る こ と を知

ら なかった」 などの声が聞かれま し た。

　 会場では 「エコマーク相談コーナー」 を設置し、 １１

　月 １ 日に制定されたばか り の建築製品に関する基準を

はじめ、 エコマーク の認定申請などのサポー ト を行い

ま し た。

プロモーション

大学生協で環境ラベル学習会を開催

～「買ってみたらついてた」 から、 「ついてるから買う 」 へ～

　 エ コ マーク事務局は、 昨年 １０ 月よ り 全国大学生活

協同組合連合会と の協働によ り 、 キ ャ ンパスにおいて

特色のあ る環境活動を展開し ている大学生協 （信州大

学、 東北大学、 三重大学、 明治薬科大学、 早稲田大学

〔５０音順〕） の店舗において 「エコマーク フ ェ ア２００７」

を順次開催し ています。

「教育の場からエコマーク の普及を図る こ と」 をテー

マ と し た今回のフ ェ アでは、 商品棚を設置しエコマー

ク を目につ く よ う にするだけでな く 、 も う 一歩進んだ

レベルでエコマーク の認知を広げよ う と、 エコマーク

事務局の職員が実際に各大学へ出向き、 商品を売る側

であ る生協の職員 （店員） や生協学生委員、 学生環境

委員を対象に、 エコマーク をはじめ とする環境ラベル

についての学習会を開催し ています。

　 学習会の中で多かった質問は、 「グ リ ーン購入 と エ

コマーク について」 や 「海外の環境ラベルはみんな基

準が一緒なのか」 など。 また 「色々な環境ラベルがあ

るが、 タ イプⅠ～Ⅲと い う 違いがあ る こ と は知ら なか

った」、 「 ノ ー ト やシ ャープペンな どの文具だけでな

く 、 畳やパソ コ ンにもエコマーク がついているのは知

ら なかった」 と いった反応も あ り ま し た。 最も多かっ

た感想は 「これまでは買ってみた らエコマーク がつい

てた と い う こ と が多かったが、 今度からはついている

から買 う よ う にし たい」 と い う ものでし た。

　 今回の学習会で、 消費者と のふれあいを通じ てエコ

マーク を きちん と広めてい く こ と の必要性を、 あ ら た

めて認識し ま し た。 今後も このよ う な機会を積極的に

設けていきたい と考えています。東北大学での学習会の様子

　 今回のイベン ト は、 日本最大規模の住宅 ・ 建

築関連専門展示会であ り 、 認定企業の皆様の自

社製品の ＰＲ の場 と し て こ のよ う な機会を ご活

用いただける よ う 、 展示品の選定にあた り 、 初

めての試み と し て公募を実施し ま し た。 ご協力

いただいた企業の皆様に、 あ ら ためてお礼を申

し上げます。 （展示商品一覧　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/０７-０２３.ｐｄｆ）

「第 ２９ 回 Ｊａｐａｎ　

Ｈｏｍｅ ＆ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ

Ｓｈｏｗ ２００７」 での

展示の様子
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「東海三県一市グリーン購入キャンペーン」 実施中

１月１２日から ２月１４日まで、 「グ リ ーン購入　～あな

たに も！ 地球に も！ やさ し いお買い物～」 をキ ャ ッ

チフ レーズに 「東海三県一市グ リ ーン購入キ ャ ンペー

ン」 （協賛 ： (財)日本環境協会 エコマーク事務局、 他）

　が実施されています。

　 本キ ャ ンペーンは、 グ リ ーン購入の普及 と定着を図

る ため、 東海三県一市 （愛知県、 岐阜県、 三重県、 名

古屋市） の広域連携で、 行政・団体・事業者の協働によ

り 消費者に対する啓発キ ャ ンペーンを実施し、 身近な

消費行動を通し て持続的発展が可能な社会経済システ

ムの構築をめざすものです。

　 地域内のデパー ト 、 スーパー、 コ ンビニエン ス ス ト

ア、 ド ラ ッ グ ス ト ア、 生協など約２２００店舗において、

ポス ター、 ＰＯＰ など を掲示。 詰め替え商品、 エコマー

ク をはじ め と する環境ラベル商品の ＰＲ、 それら を含

めた環境に配慮し て作られた商品 （地元のも の、 旬の

も の、 リ サイ クル商品など） を購入する こ と が 「グ リ

ーン購入 ～あなたに も！ 地球にも！ やさ しいお買い

物～」 であ る こ と を ＰＲ し ます。

　 また、 環境ラベル商品の購入を応募資格と し た懸賞

応募企画も実施。 応募者には抽選でエコ商品の詰め合

わせなどが当た り ます。

　 ポ ス ターの掲示のみの参加も受け付けています （１

月 ３１ 日まで）。 ご参加いただける企業はホームページ

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ.ｐｒｅｆ.ｍｉｅ.ｊｐ/ｄａｔａ-ｓｙｕ/ｐａｍｆｈ/

ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ） をご覧下さい。

「エコプロダクツ ２００７」 にイオン他と共同出展

２００７ 年１２ 月 １３ 日～１５日の ３ 日間、 東京ビ ッ グサ

イ ト にて 「エコプロ ダ ク ツ ２００７」 が開催され、 前回に

引き続きエコマーク事務局も出展し ま し た。

　 今回は 「進化する 『エコ ス ト ア』  ～ く ら しにエコが

ひろがる～」 と題し、 約３００坪ものスペースに 『エコ

ス ト ア』 が出現！ イオン(株) をはじめ とする様々な企

業と の共同出展を行いま し た。

　 エコマーク はＧＰＮ （グ リ ーン購入ネ ッ ト ワーク） と

と もに、 『エコ ス ト ア』 の店頭で、 環境にやさ しい商品

を選ぶ上でどのよ う な点に気をつければいいのか等、

パネルなど を用いて、 グ リ ーン購入の方法をわか り や

す く 説明し ま し た。

　 こ のほか、 １３ 日、 １５ 日にはエコ ステージで 「エコ

マーク ＱＵＩＺ　ＳＨＯＷ！」 を開催。 ご来場の皆様 と 一

緒にエコマーク に関する知識を深める催し も行い、 参

加し ていただいた方にはエコマーク認定の定規をプレ

ゼン ト し ま し た。

　 今回の 「エ コ プ

ロ ダ ク ツ ２００７」 の

総来場者数は １６ 万

４９０３人。 企業の方

は も ち ろ ん、 社会

科見学に来た小学

生か ら 高校生、 家

族連れな ど 、 多数

の来場者で大盛況

の ３ 日間でし た。『エコ ス ト ア』 を訪れた来場者

「エコマーク ＱＵＩＺ ＳＨＯＷ」

「東海三県一市

グ リーン購入

キャ ンペーン」

のポス ター
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アンケート実施のお知らせ

　 エコ マーク事務局では第 ２ 期中期活動計画を受け、

「企業の環境配慮行動への影響度など」 に関する アン

ケー ト を、 以下の要領で実施する予定です。 このアン

ケー ト の結果を踏まえて所要の数値目標を設定し、 エ

コマーク事業の適確な実施を図ってまい り ます。

　 対 　 　 象 ： エコマーク認定企業

　 実施方法 ： 調査票をエコマーク ニュースに同封、

　 およびイ ン ターネ ッ ト （エコマーク

　 事務局ホームページ上） からの入力

　 実施時期 ： ２００８ 年 ３ 月

　 なお、 イ ン ターネ ッ ト から の入力を希望される方に

は、 ホームページおよび メ ールマガジンで もお知らせ

いた し ます。 まだ メ ールマガジンをご登録いただいて

いない方は、 下記の方法によ り ご登録 く ださい （エコ

マーク ニュース を メ ールでお受け取 り いただいている

場合は不要です）。

【 メ ールマガジンの登録方法】

　 エコマーク事務局ホームページ （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/） よ り 下のバナーを ク リ ッ ク し、 必要項目を

記入する と ご登録いただけます。

映画 『earth （アース）』 について

『ｅａｒｔｈ （アース）』 の

オ リ ジナルエコバッ グ

１月１２日よ り 日比谷スカ ラ座他、 全国東宝洋画系で

上映されている映画 『ｅａｒｔｈ （アース）』 の前売 り 特別

鑑賞券の特典と し て、 エコマーク付のアース特製エコ

バッ グがプレゼン ト されま し た。 このオ リ ジナルエコ

バッ グは、 エコマーク認定商品です。

　 エコマーク は映画 『ｅａｒｔｈ （アース）』 を応援し てい

ます。

◆映画 『ｅａｒｔｈ （アース）』

ｈｔｔｐ://ｅａｒｔｈ.ｇｙａｏ.ｊｐ/
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インフォメーション

新ガイ ド ラインに基づ く 一般公募についての報告

　 改定されたエコマーク類型 ・ 基準制定委員会に関す

る諸ガイ ド ラ イ ンおよび規定に基づき、 認定基準策定

プ ロ セ スへの ス テー ク ホルダーの参加を強化する た

め、 昨年１１月の １ ヵ 月間、 ３件の募集を行い、 広 く 一

般から提案や意見など を募 り ま し た。 ３ 件の募集など

の結果概要を右記の とお り ご報告いた し ます。

　 この間、 貴重なご意見をいただき あ り が と う ござい

ま し た。 今後も同様に意見を募る機会を考えてお り ま

すので、 よ ろ し く ご協力をお願いいた し ます。

〈募集案件の結果概要〉

（１） 新規商品類型の提案募集

２９ 件 （ う ち ２８ 件は事業者、 １ 件は一般の方から の

提案）

（２） 有効期限を迎え る商品類型 （認定基準） の見直し

に関する提案募集

１１ 商品類型に対し て意見 １８ 件

（３） 「靴」 の認定基準に関する事前の意見募集な らび

に靴ワーキンググループ委員候補の募集

　 委員候補への応募 ： １


